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ルツ記　1:1-5
　さて、ルツ記を読み始める。1節にあるように、時代は「さばきつかさが治めていた頃」、つまり士師記と同じ時代である。どのさばきつかさかは書かれていないし、士師記に出てくるのがすべてでもなく、ようするに、ヨシュア以降でサムエルの登場前、でもその終わり頃のあたり、ということになる（ダビデとの関係から）。この時代の特徴ははっきりとした指導者がおらず、人々はめいめいが自分で正しいと思うことを行う、というものだ。めいめいが本当に正しいことを行っていればまずまずだが、現実にはそうは行かず、多くの混乱が生じたこと、さばきつかさたち自身すら問題を抱えていたことは、士師記で見てきたとおりだ。そのような時代に花咲いた小さな希望の光がここには書き記されている。
 
 
ルツ記　1:1-5
　飢饉が起こり、ユダ部族の人が家族の暮らしを守るために移住した。そう書けば、さほど不思議もない出来事にも見える。だが創世記以来、飢饉で他国に移住するのは常に混乱のもとであったことを思い出すと、彼らの行動が根本的な課題を抱えていたのだとルツ記が告げているのが分かる。神が与えられた約束の地である。そこを離れるのだとしたら、それこそ神ご自身の指示を必要とすべきだった。創世記46:3ではヤコブが移住をためらい、神の指示が与えられた様子がある。なお、彼らは戻ってくるつもりはなかったようだ。後に見るように相続地を売り払っての旅であったのだから。
 
 
ルツ記　1:1-5
　行き先はモアブ人の地。イスラエルの親戚筋ではあるが、信仰などは全く異なる社会だ。でも、当時のイスラエルは後のように自分たちだけというような閉鎖的ではなかったようだ。他民族との行き来があった。それは本来、神の祝福を届ける使命を持っていた神の民には必要なことでもあったのだが。けれど、この移住は悲しい事態に至り、残されたナオミはこれを失敗だと考えたのだ。何しろ、夫は死に、二人の息子までも死んだのだから。神の罰というわけではないが、これでは、わざわざモアブまでやってきた意味がない。良い道を選んだつもりが、10年で瓦解してしまったのである。人の思う最善のはかなさを考えさせられる。
 
 
ルツ記　1:6-7
　イスラエルの地に戻ろうと決意したナオミは、当初、二人の嫁を一緒に連れて行くつもりだった。それだけ、この三人の関係は良かったのだろう。信仰の違う人々だからと言って、相手を邪悪視するのは間違いだ。もっとも、良い人だからそれで問題なし、というわけでもないのだが。ちなみにナオミが帰ろうと考えたのは、ユダの飢饉が終わってちゃんと食べられるようになったことが理由で、それなら慣れ親しんだ故郷に帰ろう、ということである。この段階では、ナオミとしては格別神の御心を尋ねたわけでは、反省したわけでもなく、より良い生活の場所を求めたにすぎない。でもそこに神のあわれみが注がれていくのだ。
 
 
ルツ記　1:8-14
　三人で帰ろうと思ったのだが、途中でナオミはためらい、戸惑った。嫁たちを連れて帰っても先があるかどうか、と。当時は未亡人が一人で暮らしていくのはとても難しい。まして彼女たちはモアブ人で、イスラエルで受け入れられる可能性もわからない。死別したのだから、縁があれば再婚を妨げるものはない。イスラエルでの暮らしに対する不安以上に、彼女たちの将来を思って、ナオミは別れようとしたのだと思われる。当初、抵抗していた嫁たちだが、オルパのほうは道理を悟り、ナオミに負担がかかるという思いもあって別れることにした。彼女が冷たいのではなく、よく考えて最善と思うことを選んだ結果である。非難すべき点は何もない。
 
 
ルツ記　1:15-18
　なぜルツは実家に戻っていかなかったのか。ナオミの口から「神」という言葉が語られ、人の日々に信仰が大きな影響をもたらすことが指し示されている。だから、ルツは自分の民のところにいたほうが楽だ、と。でもルツは、ナオミと共にその信仰をも生きるのだと語る。人と人が共に生きていくには何かの基盤が必要だ。民族は違っても、生活環境が違っても、同じ神を拝する者であることによって。このテーマは聖書が初めから語り続けているもので、イスラエルの歴史でも何度も指し示されてきたことだ。でも人は容易にそれを忘れ、他者を排除することを意図する。ルツというモアブ人が神の民の一員としては生きていくことは、この書の大切な柱である。
 
 
ルツ記　1:19-22
　いくらかの財産は持ち帰ったとしても、日々を暮らしていけばすぐになくなる。そして彼女には生活の基盤がない。帰ってきてみたものの途方に暮れる現実と直面しているのが、この時のナオミの心境だろう。21節は神に対する恨みつらみではない。事態の源が自分たちの選択にあったことは明らかだった。飢饉はあったが、その昔馴染みたちはちゃんとベツレヘムで生きてこられたのだから。でも、彼女たちが戻ったのはたまたま、いやちょうど大麦の刈り入れの時期で、ナオミたちのような者が暮らしていくのには最善の季節でもあった。そこに神の配慮を思わせられる。神は決して彼女たちを見捨ててはいない。直前の言葉に呼応するかのように、ルツ記はそこに神の恵みを語っている。
 
 
ルツ記　2:1-2
　落ち穂拾いは申命記24:19などに規定されているもので、畑などの生産手段を持たない人々が日々の暮らしを成り立たせる手助けをするものだ。直接提供する「施し」もあるが、この場合は本人も拾い集めるという労働をして、自分の糧を得るという方式だ。海や山で、人々が自由に木の実や貝などをそれぞれに収穫して食料を得たやり方を思い起こさせる。人の支配が行き渡ったことで生産手段を持つ者が限定されてきたけれど、だとすればそういう持てる人々は、他の人々の暮らしが成り立つことのために責任がある、という姿勢である。施しが必要な場合もあるが、こういうやり方で対応できるならばそのほうが社会全体のためにも、本人のためにもはるかに良いと言えるだろう。神のなさることは何とも美しい。
 
 
ルツ記　2:1-7
　ルツはベツレヘムにやってきたから落ち穂拾いの制度を知ったのだろう。それで自分にもできることがあると悟り、精一杯働こうとした。お姑さんのナオミと自分の暮らしを成り立たせるためだ。その様子は、畑で働いている人たちの目にも留まり、よくやっていると感心されていたということである。使徒5:13に弟子たちが回りの人々から尊敬されていたということが書かれているが、日々の暮らしをちゃんと生きている姿は、回りとの関係を整える上でも、そして、良きものが生み出されていく上でも、結構大事なことなのだ。神への信仰とは、その人の生き様全体の中でこそ築かれていくものなのだから。
 
 
ルツ記　2:3
　はからずも、という言い方が使われている。偶然と言い表すこともできるが、この出来事全体の中に神の守りと支えがあることを知って読むなら、「神様の不思議なお導き」と言いたくなる場面であろう。ルツはボアズのことなど何も知らず、ナオミはどこに行っていたのかをまだ知らなかったのだが、彼女たちが助けを得ることのできる最も良き相手との巡り合わせが、ここに与えられている。むろん、そこから先どうなるかは、彼ら自身の判断と決断次第である。神は人々を操作するわけではない。でも、人々に価値ある機会を与え、幸いへと導いていこうとされる。そして思い出してほしいのだが、ルツは異邦人であり、ナオミは神の民を見限って離れていった人。そういう人々に神は恵みの手を差し伸べておられる。この書はそう語っているのだ。
 
 
ルツ記　2:8-13
　この段階でのボアズの行動は、苦労した親類にいくらか手を貸そうというくらいの、さほど重大なほどのものではない。落ち穂拾いはルツだけでなく、他の人々にも提供されていたものだ。でも、そうやって小さなことではあるが、神の御心に沿う形で他の人のことを思いやり、ごく当然のこととして助け支える業に携わっていくことが、とても大きな幸いにつながっていくことを、この書は語る。それも、ボアズやルツだけでなく、イスラエルの国全体の幸いにもつながることが、やがて明らかになる。些細なことだといい加減にせず、果たすべき役割をしっかりなしていきたいものである。
 
 
ルツ記　2:10-12
　ボアズの言葉は、後々のイスラエルからするとちょっと驚きでもある。自分たちだけが神の民だと言い、他を排除していこうとする姿は、その後のキリスト教社会にも続いてしまった。だが聖書はずっと、その人の氏素性とか経歴などは何の関係もないこと、「その翼の下に避け所を求めて」主なる神のもとにやってくるならば、必ず助けがあり、祝福が用意されていくのだと語り続けている。落ち穂拾いを実施していたことも含め、ボアズのような存在は、さばきつかさの時代と言われている混乱したイスラエルの中に、でも、神の教えに従って歩むならばちゃんと幸いが広がり得るのだということを示す、大事なしるしでもあった。
 
 
ルツ記　2:14-16
　このあたりは、ボアズがルツのこと、あるいはナオミと二人の家族のことを、かなり親身に感じ始めている様子がうかがえる。後に出てくるように、年齢差もあって、いわゆる恋心みたいなものとしては意識していなかっただろうが、自分にできる精一杯のことをして助けてあげたいという思いは広がり始めていたようだ。考えてみると、世界の統べたの人を助けることは、私たちにはできない。でも、誰かのことを支えてあげることはできるだろう。そういう相手をちゃんと見出して、しっかり関わっていこうとすることは、大切な幸いが実現していくための、実はとても重要な鍵となる。人類愛を提唱することよりも、それはもっと力のあることかもしれない。
 
 
ルツ記　2:17-23
　ルツがボアズの畑で働いたことを知ったナオミは、巡り合わせの不思議に驚いている。帰国した時点では、買い戻しの制度を使うことなど考えてもいなかっただろうが、その資格のある人にすぐさま出会ったことで、もしかすると神の導きかもしれないと考え始めている。むろん、こういう出来事の意味を深読みしすぎるのは危険で、まさにたまたまの偶然ということもある。だが、そこに神の御心が示されていく場合もある。だから、何かの思いが与えられたなら、まずは慎重に祈り、御心を尋ね求め、ただし、もし違っていたらすぐさま引っ込むことができるような姿勢を保っていくことが肝要だ。神の御心は人の思いよりもはるかに高く、また深い。だからこそ、人の思いつきを神に強要するような事態になってはいけない。
 
 
ルツ記　2:17-23
　ナオミから買い戻し制度のことを知らされても、ルツ自身はまだよく分かっていなかった様子だ。彼女はただ、目の前のことに誠実に取り組んでいるのみである。そのことが後々のためにも良いものとなっていくのだけれど、むろん彼女はそれを狙ったわけではない。目標をもって、そのために取り組むのも良いことだけれど、それ以前に、自分が今なすべきことに誠実に取り組んでいくことによって、とても大事なことが実現していくのでもあることを、よくよく肝に銘じておきたい。
 
 
ルツ記　3:1-5
　ナオミは事を動かしていこうと決意した。もっとも、最終的な決断はボアズに任せるという対応だから、御心に違いないと断定したわけではなく、むしろ、主に祈り求めるというあたりのことか。このやり方は現代ではちょっと違和感があるだろうが、当時は一つの求婚のあり方だったようだ。道徳性の根本は時代が変わってもそうそう変化するものではないけれど、その具体的な現れにおいては、時代や社会によって違いが生ずるのは現実だ。でも、だからこそなおさら、何が神の御心か、何が大切にしていくべきことなのかを、世に流されっぱなしではなく、しっかり見定めていく必要がある。
 
 
ルツ記　3:6-13
　ボアズはルツに手を触れることはしなかったようだ。そういう事態になっても良いという前提でナオミやルツは動いているのだが。ちなみに律法は、既婚者が他の者と関係を持つことは厳しく断罪し、処罰を命じているが、独身者については、処罰よりもちゃんと結婚するという進み方を命じている。むろん、そういう進展もない無法図は論外であるが、律法が最も重視しているのは良き結婚関係が築き上げられていくことで、仕組みの保持だけではないことは、覚えておくのも有意義である。さもないと、ただの杓子定規となり、意義あるものを生み出すものにはなりえなくなる。まあ、だからといって今日のような混然関係が当たり前のような風潮を是認するものでは決してないのだが。
 
 
ルツ記　3:10
　ボアズはそれなりの年齢であったようだ。ずっと独身だったのか、妻と死別したのかは分からない。後者だとしても子どもはいなかったようだ。その年齢ゆえに、彼自身はルツとの関係をどうこうとは考えなかったようで、ただ親類の一人として支えるくらいの思いであった。でも、ナオミとルツの思いが明らかになったので、ボアズとしてもちゃんと考えてみて、そして、自分もまた好意を抱いているのだと気づいたということだ。ちなみにルツも未亡人だから、ボアズの思いも単なる色恋ではあるまい。彼の言葉通り、ルツの誠実な人柄を好ましく思ったということである。ルツはしばしば美形に思い浮かべられているが、聖書にはそういう根拠は何もない。
 
 
ルツ記　3:12-13
　両者の思いは一致したが、事は本人たちの思いだけでは済まない。これはナオミの夫の相続地を取り戻して再興させることだから、社会全体の秩序にも関わることだった。ゆえに、より優先的にその役目を果たすべき立場の人がいたので（よりナオミ一家に近い血縁）、その人の意向を問う必要があった。このあたりは、家の制度から解放された現代日本ではまだるっしく感じられるだろうが、社会によってはこういうことを基軸として物事が動いていくということはいくらでもありえて、それを人々が異に感じない場合もあるのだ。そういうあり方も尊重しつつ、また、各自に与えられている道筋の広がりを期待する、というのが、神の前に生きる上では大事なことか。
 
 
ルツ記　3:14-18
　ナオミの考えたとおりにはならなかった。人の思惑は底の浅いものに過ぎない。でも、その願いが打ち砕かれたわけではない。はたしてどうなるのか。それはボアズ自身の思いだけでも決まらないことであって、だから、ただもう神の御手に委ね、御心がなりますようにと祈るしかない。人は思いを抱き、願いを持つ。そのことは意義あることで、価値あることだ。無である必要はない。でも、その先は主が最善をなしてくださることを願うようであってこそ、真に確かな道筋は見えてくると言えるだろう。
 
 
ルツ記　4:1-6
　当時の社会制度がよく見える場面だ。大事な交渉をする際に、町の広場が用いられている。門のあたりは人通りも多く、公明正大に行うのには適している。隠れたところで行うのは、何か人に知られたくないことをする場合だ。誰かの過ちを忠告してあげるような時は、その人のために二人だけで話すとしても、ほとんどの場合は公にしているのがふさわしい。また、長老たちに同席してもらっているのも、事を正式なものとするためだ。ボアズはルツたちとのことを、しっかり責任をもって対処しようとしている。事は決して個人的な話で済ませられるものではなく、また、一時的な同情心だけの話でもないのだ。こういう姿勢が価値あるものを生み出していく。
 
 
ルツ記　4:3-6
　ボアズとしては、自分がナオミ一家の世話をしたいと考えているのだが、優先権が他の人にある以上は、それをごまかしたりはしていない。それは、事が単にルツとの結婚ということだけではなく、買い戻しの権利が関わっているからだ。買い戻しの権利とは、誰かが自分の土地を売り払った場合、本人や近い親戚には、それを優先的に買い戻す権利があるという制度で（金額的にも一般の売買より有利になる）、家が没落して路頭に迷うことを防ぎ、また、せめて一族の中に土地を留めさせることで社会が混乱することを防ぐ仕組みである。だから、経済的に余裕さえあれば、親族としてはその権利を行使したいと願うのは当然だ。
 
 
ルツ記　4:4-6
　この人は積極的な返事をした。ナオミたちのことを助けたいという思いもあっただろうが、自分にも経済的な得があると判断したからだ。ただ、この制度はもともと、本来の家の復興を助けるためのものだ。ゆえに、未亡人と結婚し、そこに子どもが生まれたら、その子に元の家を継がせていくことになる。細かい仕組みは聖書には記されていないが、いわば、両家が合体するというイメージか。それでこの人はためらった。自分だけでなく、他の親族とか兄弟とかのことも考えたのだろう。ナオミの土地をもらい受けて、その分、彼女たちの暮らしの面倒を見るくらいは快く受け止めるつもりだったが、子孫の行く末も左右されるのには困惑したのだ。この制度は強制ではないので、本人が難色を示せばそれだけのことである。（ナオミの土地を買った人、今回は売り渡すことになる人には拒否権はない。）
 
 
ルツ記　4:7-12
　ボアズとしては大喜びである。これで権利上の障害はなくなった。ボアズとしてはルツと結婚し、両家を一つにしていくことを、何よりの幸いと考えたのだ。それはもう一人の親戚とは違い、ボアズの側に一族の問題がなかったからかもしれない。また、ボアズ自身の心持ちが、自分の名がどうかということよりも、ナオミとルツの幸いと、そして生まれてくる子にとっての幸いを大切に思うものがあったからでもあろう。家系図的にはボアズの家が残るのであるが、実質的にはまさに両家の合体である。
 
 
ルツ記　4:11-12
　人々はボアズとルツの結婚を祝福してくれている。そこで出てきている女性たちの名前は、ちょっと特色のあるものだけれど、ベツレヘムという場所との関わりと考えれば、ごく当たり前の祝福と見ることもできる。なお、ラケルとレアはヤコブの妻たちで、イスラエル１２部族を生んだ人々だ。そういう意味ではすばらしい存在とも言えるが、創世記は彼女たちの様子を必ずしも好意的には書いていない。タマルは本来、ユダ（ユダ部族の始まり）の息子の嫁であるが、夫が早世して、いろいろあって、結局、一つ世代をさかのぼって、ユダとの間に子を宿した人で、それが正統な家系になっている。それぞれの状況を良いとは言えないが、でも、そうやっていろいろある者たちを、それでも神は導いてくださり、その先に祝福を用意してくださるという実例でもある。タマルはマタイ1:3で救い主の系図にも載っている。
 
 
ルツ記　4:13-17
　ボアズとルツの結婚がなり、二人には子どもが生まれた。ルツは亡くなった前の夫、ナオミの息子との間には子がいなかったが、今度は息子を抱くことになったのだ。人々はルツ以上にナオミの幸いを喜んでいる。彼女は全てを失ったのだが（1:20-21）、再びその幸いを手にしたのだ。孫の存在以上に、ルツの存在こそが幸いであったと語る言葉は、この出来事の全体を確かに物語るものになっている。あの日、ルツがナオミと共に行くと語ったそのことが、大きな幸いの糸口であったのだ。人の世界に多くの混乱があり、また悲劇もある。だが、もしも人々が神に寄り頼みつつ、互いに支え合って生きようとするなら、そこにはきっと良き道が開かれていく。ルツ記はそのことを語り告げている。
 
 
ルツ記　4:17
　ここにダビデの名前がある。古代イスラエル最大の王である。ルツはダビデの曾祖母に当たる。モアブ人である彼女が、イスラエルの王の曾祖母であるのだ。ルツ記はそれを決してマイナスには語っていない。民族が何であれ、神のもとに生き、神を慕い求め、神によって祝福されている人々は、確かに良きものを生み出していくのだという、ルツの存在はそういう印でもある。ヨハネ1:13の言葉もまた、合わせて読んでおきたい。
 
 
ルツ記　4:18-22
　ユダの家系図が記されている。ペレツの父がユダであるが、これが全員を記したものかどうかはわかり得ない。それにしても、士師記と同じ時代、混乱していた時代に、このような良き出来事があるというのは、実に驚くべきことでもある。ただ、そこに見られる違いは、ルツ記の人々は、落ち穂拾いや買い戻しの権利のように、律法が定めた互いを支えるための仕組みをちゃんと受け継いでいたことがある。士師記は人が自分の思うとおりに生きていたことを告げていたが、ここの人々は完全ではないけれども、神の教えに基づいて生きようとして、それを社会の制度として大事にしていた。こういう姿勢こそが、混迷する世界の中でとても大きな礎となり得る。仕組みや制度をないがしろにしてはいけない。それは人を守り、社会を守る力にもなり得るのだ。マタイ5:18-19を読み直しておきたい。
 
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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